









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 1 ）  新崎盛暉『沖縄同時代史別巻 未完の沖縄
闘争』（凱風社、2005年）26～35頁。初出
は『世界』1963年3月号。






（ 3 ）  ここで考えたいのは新崎の記述に限定した
問題ではなく、沖縄の現代に向けられる視
線のあり方そのものである。





（ 5 ）  宮城仁四郎「沖縄工業の将来」『月刊タイ
ムス』1949年12月号、19～21頁。
（ 6 ）  同21頁。
（ 7 ）  西銘順治「経済再建への指標としての―琉
球貿易の構造的特質」『琉球経済』1949年
9 月号、 5 頁。
（ 8 ）  同 8 頁。
―60―
砂糖とともに継続する歴史経験
（ 9 ） 同 7 頁。
（10）  同前。




（13）  「経済再建の焦点」（1950年 2 月 3 日）『西
銘順治評論集 沖縄と私』（月刊沖縄社、
1968年）147～148頁。





策』（農林経済研究所、1961年） 8 ～ 9 頁。







（21）  同 1 頁。
（22）  同24頁。
（23）  同 9 頁の表から算出。
（24）  源武雄『陽のあたらぬ農業』（琉球農林協会、
1959年）47頁。





















（34）  同 9 頁。
（35） 同138～139頁。
（36）  前掲『沖縄県農林水産行政史 第 1 巻（総
説）・第 2 巻（農林水産行政編）』345頁。
（37）  『砂糖 本土折衝の経緯』（市町村会・議長
会・農協長会、1965年）23～24頁。
（38）  「読者から 農村の悩み」『沖縄タイムス』
1964年11月29日。
（39）  前掲『沖縄の農業』106頁。
（40）  前掲『沖縄県農林水産行政史 第 1 巻（総
説）・第 2 巻（農林水産行政編）』377～380
頁に掲載の図を参照。
（41）  森口豁『旅農民のうた 裏石垣開拓小史』（マ
ルジュ社、1985年）31～34頁。
（42）  同94頁。
（43）  同112頁。
（44）  同152～155頁。
（45）  同168～169頁。
